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新 年 あ;j ま|べ･ お め でとうご ざI,1ます ．

い よい よ 、 東 京 オリン ピ ック ‥ り りン

ビ て砂 のｉ三が 毎を 闘 けま し た．

1964 年 、 ＩＱ 堵 夕〕吽 に 琵 た 東 京 五

樋 は 、 今 も 、＆ の 恥 に 燎 き｢=tい ｎ. まヽ

す ． 身 体 の 人 きな 外Lg 達 手 た ち に 全

く 引:i を とら な い Ｈ 本 人 運 平 の 大 活 躍

は 、 子 ど1､ た ちIJ . 拿 玄 へ の 希 望 を 与

え てく れ まし た、

'人 問 ．夢 があ る か らこ ぞ 成 長 で さ る、

･.ヽ つ の 崎 代 もF 夢 見 る 力ｊ が 入 り!な

ん で す ．｜

原 糸･五 佑 、 廓 量 孕;ず 金 メダ リｘI 、ヽ

こ.宅 蔵 堕 落 手 心 言 地 で す ．

享tt 紀 を 嘔 て 日 本 に 弓 ぴ や っ てく る

オリン ピ･y ク ・ パ ラリン ピ ッ クも 、 子 ど!1

たち が 末 来 に11111か っ て 、 夢 を ｌ る ことか

でき る． わく わく す るよ うな ． す ば らし･j l

大 会 に し たり と 考 え て い ます ．

咋 与 、ほ ぼ200 年 ぷ りＱ 昼 ａ 県 政 が

行 わ れ 、 令 廓 の 新 し い 時 代 が ス タ･-|･

し ま し.た 、 オ リン･ヒリ ク ーバ ラリン1=ツ ク

た ち の 未 来 に 、 人 胆; 二投 資し てい さ ます 。
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人 生｣ ００年 時 代 の 到 来:･よ、 人 き な

チ ャン ス で す ． 側 き１･改 革 を 進 め 、 女

呟 も 男 性 も 、 若 者 もお 年 脊 りi,、 障 害

や 難 柄 α.〕あ る 方 や』、 浬 も が 活 躍 で？ る

ｰ･帰 託 活 躍 社 公 を つく５あ げ てい･t.

全 て のi.･代 が 安 心 で きる 乱 会 偲 萄 制

瞳･ヽと『改革 を 還､め ． ＆ 大 の 課 題 で あ る

９ 于 高 配?ﾋ に・1E[i か ら 挑 戦 し て1 ヽき

ま す．

我 が 国 の 笑 Ｌ い 梅 ． 浪 士 、 哨 空:ｊ 、

し う か りと守 り抜･い てい く 、 従 采 の･鸞 想

:こ捉 わ れ る こ と･な ぐ 安 全 保 熾 政 笛 の

不 断 ｿﾞ)見 直 し を 迩 め ま す ． 港 動 す る・

際 嫡 男 の 荒 波 に･ならli]か;･ 、ヽ 比 球 儀

を 鮑 瞰l..な が ら 、 新 し い 日 木 外 女 の 咆

平 を 切り 拓 い て ま いり まｉ.

未 来 をし っ か りと双 脚 戈.な が ら 、 こ の

Ei･gJか たち に 黎 わ ろ 大 きな 改 革 を 進 め

て;.ヽく 、 そ の 先 に あ る の が 、 懸 法 政･|･r

で す ． 令 和 ２年 の 年 頭 に あ た り、 新･...

い 時 代 の[i∃-･jくり へ の 沢 葱 を 恢 た にl.
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を 経 て、5 年 後 に は ． 人 阪 ・ 閔 西 万 博 ． て い ま す ．

未 東 へ の 啄 動 感 が あ ふ れ て い る 今 こ　 安 倍 内 閣 に 対 す る 同 Ｋ ｇ.)咎 嘔 の 一 周

そ 、 伊･こ いllfｕ こ|如 才だ Ｍ づ くりIを 力 弥 く の 銅|理 解 と 御 協 力 を お 膜 い い た し ま す.

遠 め る時 で す ．　　　　　　　　　 人 年 が 、 偶 礒 一 人 ひ とりに とっ･ご、 ま り多

３ 命 か ら５ 歳 まで 、 全 て の ７･どllた ち の き 、 素 晴ら1｡ い 一乍 とな りま す よ う、･|しヽより

幼 児 轍 育 が 匁 誹 化 ざれ まｔ た ． こ の 春 か お 祈 り巾 Ｌ Ｊ ｆ ま す 、

ら11 、 戻 に 之.・ な Ｔ丿 も力 ら のａ 等 教 育

の 無 傷 北 が 始 まりま す ． ま 楽 を 担 う子 ど11　　　　　　　　　 公 印 ２年 ＩＭｌ ｌ?

四 年

『AI 時 代 の 生 き 抜 き 方
』

清ε2総合拓17:::lt

二:r7 でﾌ

ｼ匹゙ブａ哨ａい
夫 代 表 取 締 投 わ 長 、 本 社 ： 人

分 凩 宇 佐117大 宇 尾 永丼410･･1 ）

lj 二の:ｉ とI、 国 東 市 包武 蔵 東

小I¥=咬 ｉ 糸 永 蝕 明 校 長1･ で ｚ

鴫 限 の楠 隙1受 業をtj･･つた ．

糾 価 検 案 の 演 題iir. へJI剖x

の 生き 抜 き力･」に つい て ． 清 松

社 長 か 「 貯 金i･2す るな ！Ｊr 努

力 は 帰 わ れ な いj とし１ ． まず

ＩＪ Ａ は イメー ジL.た ことを 実 現

しようとす る ② ボ ジシ･ ニ ング ③

八 は 他 人 の 考 え を・ えろ ことが

で きない ． １ １は ． 過 去 →今 一

尖 来 ． ネ ガ ヅ･ｊ ブ ａ 咤 い 末 来 一･一

繋 がる 。r 貯 金 は す るな り とい

うことは 、木 を 質うご良 い 、r 努 力

|･J報 わ れ な1 」ヽ とiう こ とは 、こ

れ は 他 人 か ＆ 哨1 価 で あ り、 自

分 の 未 来 の た めの 努7j をｔg･Lii

良 い とい うこと． を 児 嚇 に 分 り易

く 二ｺ.ニ ー クに 話し 「 白 分 亀 未 麦

の た め に ぷ を 多 く読 ん で 佇=び 、

ポ ジ ティブ に 徊 迫 力 を 商 め るゴ:

で ． もの づくりという Ａ!時 代 の 生

き銃 き方 を; と 熱くiiり、 警 疑 応

答 の あと､ 参 加|.た 児 童 皆 で ’い

元 年 大 忘 年 会 を 開 催

マ ク ロ 風 体 シ ョー や ラ イブ シ ョ ー

清 桓 袴MI ｒＬ覇〔 涜 桓秀 夫 代 が;７で成り々 つ 会llj が鼓 饌 され ．

＆ 乖 哨 吸 詮 艮、 本 竺: 宇 佐 叶i　 一 電 子11 雖 汲 婁 －鋳 嗜ｓ 門 弟 」

大 字 尼 ゑ 呉･liQ-］jぽこ・･･liｚ
ヽ

ｊ 位Ｑ こｉ 久美ﾄｰ- 夕∽ 一一など 、

ａ 翔 元ｇ 大 岩 年 数 をil 社IF つ; り1 従 奈 目 やｉtl］者･の 惣 日を

哺 衣 叡 に 諏 ●した。　 Ｕ 勁 た．

総 会 司 会は 、 ○涸 λ ９ 朔 日 キ　 珊 話 哨の| よりしいキョーgツの

漁 速 ’金41乃 艶』 で おl 啖 み ヨ ちょうとダ タい いａｊ． 桐ll液 影

ブ リ･－ アナ ウンサ ー の富 封 昏 咀
３

くイイ.え！ 人 貫j ， 大忘 年ｌ ｉ

さ ん ． 駆卜引･|:jた有 令 人 が 駆 の ２ ライブ は　　ｰ　 ・

夕さ れ たあ と、 支 喪 の 内 盟 府
１

次 の 峙tt　　 ‾
ｔ ゛･I

咎 函 担ｉ 大 ａ ａ 健丿禧 覆･ 一参 っ の 人 気 音　　. ”

;ii院 議 負 ．・ 防 染 大li の 岩
娶

楽 二14 ツト　　　　 ．･５

芦.惑煮 聊 吸磯 員 かそ れ ぞれ 祝 ヶ 「 まゆ た ま」　　 ‾’． ’．

ｓ ． こ６ あ と、.h.蔽ij･民 劇 場 1; の ライブ ヌ　　　　　 ；
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人 気 薔道 家 の 三重 男.支諸 氏に　　= 心 恥 でEI　 － .゙
ｉ 

’i;

よろ番１ パフi･ヽ --7ンフ でr 承il aa 唱 １ 他

清 をiJI艮 はi 大 人 が 牌 ｄ ぱ Ｔ

倶 が 舞 く。 ぞ 供 が 輝 け ば 未 栄 が

郷 く 」と いうrs 念 の や」と、 吹 世 代

を 担 う若 者の 教 育に も 情弟 を 傾 け

て い る。 昨 年 目.g141 に は 、

・ 東･十 立 武 薫 鳶 小 学 杖 に お い･て

馮 字 年l こ向 け

て 特sljj曼 含i ，

行り てい る。|司

ttが 毎 月 の り

初 に 行-.jてI,`る

公 聞 朝 礼 に 糸

永 敏 ｙ 校 畏 が

参 加 し て そ の

内 容 に 脆 澄 し

是 非 虻 意 に1 ，

伝 え た いｙ い う

･二とで 、 特 別･授

坪 井 洋{DI･} と森 田喋 芙 ｉＫｅy)の 呑

り や 景 色ま で想 起 させ ろアレ ンジ は

鉛し;･iポｙ ブスで会 場 を盛りElf た ．

奔ブ ー スjq 励r きれ 、 今回 も咋 年

人 好 評 だりた.'マ クロの 解 体ｊ －j

!j引 き続 きtiわj･L、Ｔ｢IM一一ﾒﾘﾝ 号

に よるべy 一ダ ン ス． 貰 品鯨 冪250

1万『9の 大lざンゴ 入 会 が131われ 、ｌr

陳に11 念の 奥 合 写真 を 撮った ．

洞 吐 はピjレや1: 樹 苓の 迎物 の 基

盤とな る憬 骨 を 製 造 す る 会祉 ． 鏝

･ｐと･､弓 の は 、Å 同 の身 体 に 例 える

く参 加 晋 ）

1 瓢 F . ・ 翻 ･￥ 哨 Ｆ r ･ 1 ･ I 印

斑 条 後 、 多く 即 児ｉ が 硲 勁し

て 全 貝 が そ の 感 恕.X を 送･つで

来 た 、 児 甑 達 か ら; も う一一度 、

渚 赳 社ｉ の 話 が 駝 きたいj との

希 里 を 受 け て 、こ の 度補 習 授

業 を するこ とにＬ たもの ．

(椎習授 臭する湧 松社長)

あり、人 ４ 泗生 命 と財 産を 守 るこ

と が 牧 礼の 使 命とｌ い 、 憚 き.心･

改 董 が叫 ぱ れ てい る昨 今 、lt 自

一 人 ひとりを 大刮 にl.て その 笑 釦

の ため に 頑 張 る社 反 がい る、 そ

ｌ て そ の 社 瓦の 意図 を 理 牟 して

懸 命 にモ ノ作りgこ取 り乖 み． き.1員

が 楽ｕ そう に慟 く会lj二が あ ること

を 、ま た日 誘として ’承.記だ けで

成り き つ 会 社 」 を禰;･r、 そのjﾐ

現の た め 奮 喊し 、今 年 も 例年 通

り「 大 忘年 会; を 胴囃 し た、

( マ グ Ｑ 吊 休シ ョ ーy

｀「
． ｀

．’･　
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liaiLR泗み麟 皿lial
卑屈雙弓?≒= 乙 ぶ司弓卜,？四回恥辱羅

陳ねＳ巻 繊工扉式φ41

代４本 価吸収４ 靖ね 芳夫

:……で=jlF姉 暉 吟|;;地 域 細 興 鱗 臓 に 嘩 嘔 ぎｹ
喬 年 明: よ ま し て お め で と う

ご ざ い ま Ｔ 。 昨 年 も 更 な 石 飛

用 の 年 に な り ま し た ． 会 費|:の

理 念 と し てi･ 人 を 成 長 さ せ る

911 ま 秤 価 ？ 批IIEll で は な い ．

まL, て や 非 鮪 や 価 廻 で は 沈

し て な い ． そil. は 承 記 で あ

る｣ と い う｢ 承 認 だ け で 成 り

立 つ 会 社｣ をFr ちli し で 以

汲 、 Ｈ. 餐 恪 付 サ イ トKllXj 八

Ｇ Ｌ．Ｄ ＢＡ Ｌ で 世 界5 伽 人 の

社 長 に き ぱ れ き り
． 有

名 な

情 佃 メ デ ィ ア で あ る 了 ｈｅ Ｎ ｅｇ

￥ 心｣･kTlmesg こ も 取 材 を 受 け

' Ｔ ｈ ｃ Ｎ ｅ χＩ． Ｅ ｒａ ｌ．ａ ａｄ ｅｒ' ５

２ ０２ ０ ， Ｑ ｊ １ 日 サ イ ト オ ー･

プ ン ハ こ も 廻 ｉ さ れ ま し た ． ま

た 、 卜 Ｍ 人 分 でi よ っ し い キ ５

マ ソ り あ な た の ま 奈
ｊ

と い う

冠 獅 組 を 持 つ こ.とi こ な り
． 日

曜 卜 の 午 後 ６ 哨-･ 毎 週 放iy

l. で い ま 于 ． 講 演 も 小 学 校 や

蜘 理 法 人 会 をq｣ 心 と し て た く

さ ん ﾀﾞ)お 招 き を 受 け 、ll｣ 府111

の 己･-ｃ ｏ Ｎ プ ラ ザ で 行 わ れ.た

’お お い た 総 合 も 刀 づ く り 屡

２Ｑ１９： で も おx きを さ せ て 頂 き

まし､‰ Ｊ,の よ うな 禰 演 活 勣 も

g’め て 、 今 年 は さ ら に・ ９ す

ろ こ とを 唐 鍬･Ｌ て い 二う と 思･ｺ

て い ま す ．

ま た.. ’jご佐 古 農 腔 午 の 資

恪 取 得 を サ ボ ー･こす る た めg ）

寄 泗 金 は 今 年もli い ま し た ．

さら に 地 元 尾 永 井 地 区 へ の 喬

附 も 咋 年 か ら 姶 め まし た ． 今

陳 も 拒 皺 糾 興 発 展 夕）た め に

義 壮 一ｃ 出 埃 る こ とは 読 り て 行

き た い 柘ｌ つ で い ま す ． 県 力

;ｘボ ー:ﾝ の 振 興 に も 舅 力 を し

て い ま す 、 今 干 も 人 分 卜1.17‥

夕 や ヴxj ン ヌ パ 大 分 な どa

j･ツカ ー チ ー ぶ そ 昨 乍 ム エ タ

イ ｎ 瓦 チ ャン ピ オ ンl 二な っ た

商 圏 麗 斗 と の ヌ ポ ン 呼 ― 契 約

を 更 新 し て い ま す ．

こ ９ よ うな 括 動 と 合 わ せ て ．

毎 タロ1 初 に 行 う て い る 公 闘

朗il. も、 町 同 社 外 か ら も 多 く

の 見 学 ・ 視 察 り 方 Ｓ 束 ら れ ち

1｡12 .1=l のgjl. に40 人 辺

くの ゲ ヌ1 さヽん が 来 ら れ て 、 我

社 の1!:員9 ）数 を 超 え てし まl.ヽ

ま し た ． 皆 さ ん 口 々iこ ’趙.良

誦 訊 も た め に な る;そど 、 紅 貝

の ・ Å ひ と り が と っ て も 明 る

く． 租 極 約 な こ と、『 イ イ ネ ！

逐 ●１ や 「 戈 戈 乙 や な い か 運

動 」 毎 取 り組 み 方 も 面 白 い し 、

きｰ:1そ く 我 征gこ 鴇 心 て 渦-､ て

取 り 人il た いE と 官 っ･こく可･1ま

す ． ’i・ の Ｍｇ で あＳ た;3b

倦 売 っ て､･･･リ イに 行 こう ！ 」 も

今 年lj 達 成 で き る 予 坦 で 寸 ．

今 年ll さ ら に 蹟 進 を 重 ね で

い く所 存 で す の で 、 桟 探 力 の

ご 支 援 ご 戦 力 を 我 社.に.賜 りま

す よ うお 麗 い 牢しt.; ず ま す ．

年 の 初 め に あ た り 皆 咲 の ご 多

幸と ご 健 勝 を お 新 りM11..ヒ:ｆ 、

新 ｔ の ご 挨 拶 と 酋 し ま す.
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